
『私の選択には、意志がある。』 
      校  訓  「自立・自学」 

      教育目標  「リーダーとして社会に貢献できる有為な人材の育成」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

心身の健康と情操教育の充実 

協調性や「自立」できる力の 

育成 

（１）基本的生活習慣の確立 
  ○葵高生としてふさわしい所作を身に付ける 

      挨拶・言葉遣い・身だしなみ   

  ○自律的な生活習慣の確立 

○校内美化活動の推進 

（２）芸術・文化・スポーツ活動の奨励 
  ○部活動、生徒会活動、ＬＨＲ活動の活性化 

      ○体験的活動の充実 

  ○読書活動の推進 

  ○体力向上の推進 

（３）生徒教育相談機能の充実 
  ○個別面談の実施 

  ○スクールカウンセラーとの連携 

（事例研究会・職員研修会の実施） 

質の高い学習指導の提供 

（ 「自学」に向けたサポートの充実 

（１）質の高い授業の実践 
  ○授業改善のための校内研修、校外研修の充実 

  ○大学入試改革に対応できる「思考力･判断力･表現

力等」を育む授業の構築 

（２）学習習慣の確立と定着を目指した指導

の実践 
  ○入学初期より一貫した「主体的に学習に取り組む

態度」を育成する指導 

           ○学習時間調査やその他各種調査をもとにした、 

個々に応じたきめ細かな指導の充実 

（３）進路指導の充実 
     ○３年間を見通しての進学意識の高揚 

（                 ○進路講演会・個別面談・学年集会の充実（ＬＨＲ・ 

総合学習「葵ゼミ」の計画的な運営） 

  ○効果的な補習授業の提供（長期休業中） 

  ○英語４技能向上を図る検定試験等の効果的活用 

 

（１） 保護者との連携 

情報提供 

・三者面談の充実 

・PTA活動の活性化 

・各種たよりの発行 

（２）施設・設備の 

整備 

・教育施設・設備の  

整備、充実 

・各種工事の円滑な実施 

（３）地域社会への 

情報発信 

 ・公式ＨＰの充実 

・同窓会等との連携 

・地域行事への参加 

（４）信頼関係の構築 
 

・職員の不祥事防止 

・SC、SSW等の活用 

・外部機関等との連携強化 

 

 

 

 

 

目標 

「自立」・「自学」を導く

「葵のように」 凜として                                福島県立葵高等学校長 鈴木 睦治 

 葵高等学校は、明治42年5月に会津高等女学校（後の会津女子高等学校）として創立され、以来各界で活躍する多く

の人材を輩出し、会津の中心校として長い伝統を築き上げてきました。その校風は、「葵のように」まっすぐに大空に向

かう凜とした姿であり、当時から変わらず、今日まで脈々と受け継がれてきています。本校生は「葵のように」という校

章・校歌に込められた校風を背に、日々学業や部活動等に直向きに取り組んでいます。 

本年度はcovid19により未曾有の状況になっていますが、これを乗り越えるには、他と協力しながらも、自ら考え、判

断し、行動していく力が求められるでしょう。それは、まさに本校のスローガン「私の選択には、意志がある。」や「葵

高校生が身につけたい10のチカラ」を目指して培われる力であります。今後も、「葵のように」凜としてまっすぐに大空

に向かい、新しい未来を切り拓いていくことができる人材の育成を教職員・生徒ともに真摯に目指してまいります。 


